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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　：　有
　　　（内容）影響額が僅少なものにつきましては、一部簡便な方法を採用しております。

　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　：　無

　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　　　：　無

２．平成１９年２月期第３四半期財務・業績の概況（平成18年3月1日～平成18年11月30日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況
（注）金額は百万円未満を切捨て

％ ％ ％ ％

－ － －

（注）1.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。
　　　2.売上高以外の項目につきましては、平成18年２月期第１四半期より開示を行っているため、平成18年２月期
      　第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

部門別売上高（連結）
（注）金額は百万円未満を切捨て

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]
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　当第３四半期の当社グループを取巻く経営環境は、商船の新船建造が引き続き高水準であったことや円安基調が続いたこ
とにより、概ね良好に推移しました。舶用電子機器分野では、BRICsの経済成長に伴う海運需給の逼迫に加え、７月の既存
船へのVDR（航海情報記録装置）の義務化という国際的な規制強化に伴う需要が発生しました。プレジャーボート市場は、
米国で低中価格帯ボートの需要が落ちたものの、欧州市場は安定した成長を続けました。産業用電子機器分野では、GPSは
個人向けの携帯ナビゲーション機器やGPS機能搭載義務化を控えた携帯電話向けを中心に需要が世界的に増加しました。ま
たETC車載器も、割引制度や国のリース補助金制度などの普及施策もあり需要が拡大しました。
　このような経営環境にあって、当第３四半期の当社グループの売上高は63,058百万円（前年同期比8.1％増）、営業利益
は4,254百万円（前年同期比14.3％増）、経常利益は4,415百万円（前年同期比1.1％増）、四半期純利益は2,707百万円（前
年同期比1.4％増）となりました。
　各部門別売上高の概況としましては、舶用電子機器部門では、商船市場向け売上が大幅に増加しました。これに加えて北
米および欧州における為替好転の影響もあり、同部門の売上高は47,612百万円（前年同期比11.7％増）となりました。一
方、産業用電子機器部門では、医療用機器が大型血液分析装置の好調により売上を伸ばしましたが、その他の機器が全般に
低調で、同部門の売上高は15,445百万円（前年同期比1.6％減）となりました。

1.4

19年2月期第3四半期

舶 用 電 子 機 器 部 門 産 業 用 電 子 機 器 部 門 合　　　　計

47,612 15,445 63,058

百万円
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（２）財政状態（連結）の変動状況

％

19年2月期第3四半期

18年2月期第3四半期

(参考)18年2月期

（注）18年2月期第３四半期及び18年2月期の「純資産」、「自己資本比率」及び「１株当たり純資産」の
      数値につきましては、それぞれ従来の「株主資本」、「株主資本比率」及び「１株当たり株主資本」
      を記載しております。

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]
 　当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比較して3,232百万円増加し、 83,315百万円となり
 ました。これは主に現金及び預金や投資有価証券が増加したことによるものであります。
 負債は、前連結会計年度末と比較して565百万円増加し、44,545百万円となりました。
 　なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の44.6％から1.4ポイント増加し、46.0％となりました。

○　添付資料
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書

以　　上

[参　考]

平成１９年２月期の連結業績予想（平成18年3月1日～平成19年2月28日）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　91円90銭

[業績予想に関する定性的情報等]
　通期の業績については、当初予想に変更はありません。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。
　実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

総 資 産

百万 円

81,730

1 株 当 た り
純 資 産

百 万 円

純 資 産 自己資本比率

　円　　銭

通　　　　　期

売 上 高

83,000

百万円

当 期 純 利 益

百万円 百万円

4,600 2,900

経 常 利 益

80,083

83,315 38,769

34,986

35,682 44.6

42.8

46.0

1,127.33

1,107.67

1,215.13

 2



[添付資料］

１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（資  産  の  部）
Ⅰ　

11,445 11,478 9,007
20,875 21,652 22,001
23,823 22,161 22,268
4,229 4,708 4,393

　 60,373 73.9 60,001 72.0 57,671 72.0

Ⅱ　
9,871 9,938 10,235
832 978 909

10,652 12,396 11,268
　 21,356 26.1 23,313 28.0 22,412 28.0

81,730 100.0 83,315 100.0 80,083 100.0
（負  債  の  部）
Ⅰ　

16,484 15,315 15,147
7,313 6,207 7,379

6,856 7,525 6,260
　 32,577 39.9 30,008 36.0 30,522 38.1
Ⅱ　

922 658 790
2,590 3,630 2,410
10,263 10,248 10,258

　 13,775 16.8 14,536 17.5 13,458 16.8
　 46,353 56.7 44,545 53.5 43,980 54.9
（少 数 株 主 持 分）
　 390 0.5 － － 420 0.5
（資  本  の  部）
　 34,986 42.8 － － 35,682 44.6

81,730 100.0 － － 80,083 100.0

（純 資 産 の 部）
Ⅰ　

－ 7,534 －
－ 10,073 －
－ 19,127 －
－ △ 166 －
－ － 36,568 43.9 － －

Ⅱ　
－ 1,374 －
－ 24 　－
－ 376 －
－ － 1,775 2.1 － －

Ⅲ　 － － 425 0.5 － －
　 － － 38,769 46.5 － －

－ － 83,315 100.0 － －

純 資 産 合 計
負債及び純資産合計

前四半期
（平成18年2月期第３四半期末）

当四半期
（平成19年2月期第３四半期末）

流 動 負 債

資 産 合 計

流 動 資 産

固 定 資 産

1,922

固 定 負 債

（参考）
平成18年2月期科　目

1,735

％

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産

現 金 及 び 預 金

流 動 資 産 合 計

受取手形及び売掛金
た な 卸 資 産

流 動 負 債 合 計

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
固 定 資 産 合 計

支払手形及び買掛金

そ の 他

％

960

％

短 期 借 入 金
一 年 以 内 返 済 予 定
長 期 借 入 金

長 期 借 入 金
社 債

株 主 資 本
資 本 金

負債、少数株主持分
及 び 資 本 合 計

資 本 合 計

そ の 他
固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

少 数 株 主 持 分

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金

為 替 換 算 調 整 勘 定

評価・換算差額等合計

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
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２．（要約）四半期連結損益計算書
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 百分比 金　額 百分比 金　額 百分比

％ ％ ％

Ⅰ　 58,322 100.0 63,058 100.0 80,270 100.0

Ⅱ 38,474 66.0 41,899 66.4 54,459 67.8

19,848 34.0 21,159 33.6 25,810 32.2

Ⅲ 16,125 27.6 16,904 26.8 22,261 27.7

　 3,722 6.4 4,254 6.8 3,549 4.5

Ⅳ 837 1.4 581 0.9 1,356 1.7

226 299 295

610 281 1,060

Ⅴ 194 0.3 420 0.7 358 0.5

106 140 119

88 280 239

  4,365 7.5 4,415 7.0 4,546 5.7

Ⅵ 34 0.0 66 0.1 67 0.1

Ⅶ 2 0.0 144 0.2 2 0.0

4,397 7.5 4,337 6.9 4,611 5.8

1,684 2.9 1,598 2.5 1,769 2.2

　 43 0.0 31 0.1 65 0.1

　 2,669 4.6 2,707 4.3 2,777 3.5

科　目
前四半期

（平成18年2月期第３四半期）
（参考）

平成18年2月期

売 上 高

当四半期
（平成19年2月期第３四半期）

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

営 業 利 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

受取利息及び配当金

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

四 半 期 （ 当 期 ）
純 利 益

税 金 等 調 整 前
四半期（当期）純利益

税 金 費 用

少 数 株 主 利 益
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